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11月勉強会：「栽培お役立ち情報（施設栽培編）」
1.日時
11月15日(水)  　13：30～ @三木本社
11月16日(木)　   13：30～ @観音寺営業所
2.勉強会内容
「くん煙剤」を活用した病害虫防除の省力化
施設栽培で頻繁に発生する病害虫防除の省力化、作業者の安全性
向上につながるくん煙剤についてご紹介します。
「カモンビービー」「すずみどり」の活用
施設栽培で増収や蜂の早期出巣が見込める「カモンビービー」「すず
みどり」の活用方法についてご紹介します。
ハウスクリーニングサービスのご紹介
ハウスをクリーニングすることで採光率を高め作物の品質向上や収
穫遅れ防止が可能になります。当社ハウスクリーニングサービスを
ご紹介します。

QRコードより申込・参加頂いた方から抽選で
5名様に「マグカップ」をプレゼント！！

勉強会へのエントリーはこちらから！→

ブロッコリー,レタス, 非結球レタス, 
キャベツ, はくさい等でも使える

いちご うどんこ病の防除に！

いちご 炭そ病の防除に！

果樹園の（冬~春期）カイガラムシ対策
カイガラムシは昆虫の分類上、半翅目に属してお
り、同じ目にはアブラムシやウンカ、ヨコバイ、セミ
などがいます。カイガラムシは産まれた後、移動で
きるのは数時間で一度定着すると足もなくなり一
生同じ場所で生活しているマルカイガラムシ類の
ようなものもあれば、コナカイガラムシ類のように
一生を通じて移動できるものもあります。
カイガラムシの防除がむずかしいのは、卵や虫体が蝋物質を中心とした被覆
物質によって覆われていること、その為、薬剤を散布しても被覆物によって遮
断され薬液が虫体にかかりにくいことがあげられます。
また、成虫やその卵嚢から生まれてくる幼虫は発生が始まってから順次発生
し、その発生期間は長いものでは数週間に及ぶものもあり、いろいろな発育ス
テージの幼虫が混在していることになります。以上のようなことから、カイガラ
ムシの防除には、幼虫の発生時期を的確に把握して、虫体に被覆物が十分に
形成しない幼虫がピークになる時期に防除を行うことが大切となります。
クワシロカイガラムシの場合、幼虫の発生ピークから1-5日後、ヤノネカイガラ
ムシの場合、幼虫発生のピークから約2週間後が防除適期とされています。こ
のようにカイガラムシの防除はその種類によって防除時期は異なるので、防
除しようとするカイガラムシの生態をよく知ったうえで防除を行うことが大切
です。
【防除】
冬期（12月~1月）はマシン油散布、春期（3月~4月）マシン油+IGR剤（アプロ
ード水和剤・FL）散布、落葉果樹の（ブドウ・カキ）では3月にアルバリン顆粒
水和剤の樹幹塗布が有効です。
※使用方法等は指導機関・弊社営業担当までご相談ください。

日曹の
くん煙剤



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1086
TEL 0875-25-3086

当社でも活用しています！使用方法やドローン導入の際はご相談ください

病害防除剤

当社ドローンスクールの3つのメリット）
1.ドローン防除のプロが教える
2017年より延べ2,000ha以上の防除実績を持ち、
年間100~300ha防除実績のあるインストラクターが指導に当たり、
実戦防除までのサポートが可能です
（UTC農業教育プログラムインストラクター4名在籍）

2.空散可能な農薬・肥料・資材などの情報をタイムリーに入手出来る
農薬・肥料・ﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄ資材などの開発・登録情報をタイムリーに提供
農薬登録数は19年3月時点646件 → 21年12月時点912件
UTC農業教育プログラム整備士が2名在籍しているため購入後のサポートも安心！

3.喜多猿八ドローン防除チームに参加し地域の農業に貢献出来る
当社のドローン請負防除の一部は当社管理の元外部業者様に協力頂き実施しています
当社防除チームへの加盟は参加条件（技能・其他）をクリア頂く必要があります
※ 条件詳細は当社までお問い合わせ下さい

ドローン防除のプロが教えるドローン教習・整備場　農業用
ドローンの知識や操縦技術を学ぶだけでなく購入～アフターメンテ
ナンスまですべてをトータルサポートしますのでご安心ください。

ドローンによる農薬請負散布 (露地野菜)
露地野菜の農薬請負散布の受付を開始しました。農薬散布は重労
働、当社にご相談ください。お問い合わせ、申込みは当社まで。

価格(10a)あたり　散布代3,300円(税込) + 薬剤代
※本サービスは作業請負であり、効果を保証するものではございません。
※使用薬剤は無人航空機で登録のある薬剤から選択します。
※航空法による規制、圃場条件等によりお受けできない場合もあります。
※面積は50aからの申込になります。



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1086
TEL 0875-25-3086

散布1時間後の雨でも力強く効く！！

ベネビアODの「広範囲な害虫への速やかな効果」を
ドライバーが「瞬時に隙間まで濡れ広げて」アシスト。
厄介な害虫の防除に高い効果を発揮します。

ブロッコリー / 黒すす病
レタス / 菌核病

たまねぎ / 灰色腐敗病
ねぎ / 黒腐菌核病
いちご / 灰色かび病

業務用米栽培
当社はゼンショーの委託栽培米サポーターとして業務用米栽培に取り組む
生産者を応援しています。栽培品種は麦作後に栽培可能で、食味は「コシヒ
カリ」に近いと言われる「ほしじるし」です。
業務用米の需要
中食・外食等の業務用米の需要は今後も堅調な推移が期待される一方、現
状は家庭内食向け需要である高価格帯銘柄の作付比率が高く需要と生産
のミスマッチが起きています。需要が増えている業務用米の作付比率を増や
すことで、新規需要の拡大を見込むことが可能です。
収量で収益増加
業務用米は比較的安価で取引されますが、収量でカバーできるためうまく活
用できれば同等かそれ以上の収益を得ることが可能。また、中食・外食産業
と複数年での契約栽培ができればさらに安定した収益を確保することが可
能になります。業務用米生産に興味がある生産者の方は当社までご相談く
ださい。

農研機構のほしじるし品種に
関する詳細ページは下記リン
クにアクセスください。



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1086
TEL 0875-25-3086

各種SNSで社内活動などを共有してます。

facebook
 kitaenpachi

Instagram
 kitaenpachi_agri

X/ 旧Twitter
 @kitaenpachi

喜多社長のフィロソフィ日記「四半期レビュー」 １０月１４日に全社員が集まり四半期レビューを実施、アメーバ毎に前四半期を振り返り、当四半
期の目標について発表を行った。前四半期は、残念ながら全体で主要科目のMP達成は叶わなかったが、随所に次に繋がる取り組みを行えたと感じてい
る。MP達成表彰では、代表者がサイコロを振り「当たり目」になると報奨金が増額する取り組みがあるが、今回代表者は「当たり目」を引き当てた。サイコ
ロを振り盛り上がる様子は活気に溢れており、次は必ず結果が出ると確信している。
全社会議の冒頭には、私が先日旧盛和塾の四国例会での発表した内容を社内に共有、皆がどう感じるのか非常に不安だったが、ある従業員から「社長
業の辛さ、孤独、孤立無援での社内改革の辛さがひしひしと伝わりました。それを乗り越えたからこそ今日があり、結束の強い会社になったことがわかり
ました」と嬉しいコメントを頂戴した。

経営の原点12か条には「常に明るく前向きに、夢を抱いて素直な心で」という項
目がある。順調なときには「明るく前向き」に考えることは簡単であろう。厳しい
状況だからこそ「明るく前向きに」考え行動することで未来は好転していくのだ
と思う。これからも「常に明るく前向きに」をベースに、従業員達と更によい会社
に成長させていこうと強く思う。

MP達成報奨には一人ひとり
にコメントを添え渡しました


